
見てみようよ！常総市の会
最終報告プレゼン資料

2024，Feb.,10



·2015年関東東北豪雨災害



















·2015年関東東北豪雨災害の伝承（水害を忘
れない復興）のため、市民有志で活動開始



·数年は許可を得た街の各所に水害時高水位
を示すステッカーを貼り歩き
語り部に話を聞くステッカーツアーをやっ
てきた





小貝川―鬼怒川
自転車ツアー



·常総市の洪水の歴史や千葉の洪水対応を聞
くセミナや、
中越地震スタディツアーコース視察訪問も
実施

(19.11.15)
[水害と復興のまちづくりセミ
ナー❸]

高齢過疎地を襲った台風15号
－千葉現地からのレポート

常総市役所市民ホールにて、台風15,19,21号の千葉を中心とした被害
状況とボランティア,行政の動きについて現地レポートを学ぶ会を行い
、13名が参加



·近年は、水害という「影」だけでなく常総
市の観光という「光」にも目を向けて活動



·その一環として川を正しく恐れ、かつ楽し
むカヌーイベントや、
水運で栄えた街の面白ポイントをケータイ
写真を撮りながら探す「街歩き」も開催









·一昨年から水害被災者の証言を映像記録す
るアーカイブ化も開始。これまで区長さん
やNPO、市役所職員や、関東鉄道常総線の
鉄道マンなどに貴重な証言をいただく



·これらの活動には全労災やキリン財団、真如
苑、そして内閣府防災教育チャレンジプラン
の支援をいただいてきた。

-報道にもたびたび取り上げていただいた。



·現在、被災証言をオープンストリートマッ
プというウェブ版の無料地図にリンクさせ
て、みんなで作る伝承マップの活動を開始



2023年度現在と、
これから



·来年度制作するウェブサイトを「常総水
害ボランティア顕彰館」と名付けて来年
度公開したい

·なので風化の進む今、メモリアル館を、
予算がほとんどかからないウェブ上で建
設したい

·山間地でない、中心市街地が広範囲に水
に浸かった例は全国的にも珍しい。
しかし他の大規模被災地のように水害メ
モリアル館的なハード施設は常総市には
ない



·そしてその館は、水害被災状況の記録と
いうより、全国から集まっていただいた
ボランティアへの、市民の感謝（エピソ
ード）を集めた館にしたい。



水害そのものは辛い記憶で思い出したく
ないという市民も多いが、復興期のボラ
ンティアの活躍については皆さん積極的に
口を開いてくれる。

ボランティアの少女が忘れていった
手袋を「宝物」と言い、大事そうに
取り出す加倉田さん



2025年は関東東北豪雨水害10年の祈念年。
（2024はのその PRE YEAR）

➡それは重要なエポック

被災時には、全国から多くのボランティアが常総
市に駆け付け、復興の後押しをしてくれました。

「水害10年」の機に、
常総市から全国の人々に「復興なった常総市へ、
今度は“光”を見に来てほしい」との呼びかけを！
➡水害10年を機に“影を光に”反転させる、

市民挙げての観光キャンペーンを展開

·一級河川の破堤、そして、山間地でない中心市街地が広範囲
に水に浸かった例は全国的にも珍しい。
（いまだに防災関係者の会議・学会などで名前が挙がる）



■水害10年祈念観光キャンペーンの展開

〔2024 PRE YEAR〕
➡市民一丸で“再訪を呼びかける”態勢構築
➡メインYEAR向けた気運醸成

〔2025 MAIN YEAR〕
➡9月に実施する「メモリアルイベント」と
帯状の期間を持った「“再訪よびかけ” 観光キャンペ
ーン」の実施



■〔2024 PRE YEAR〕
➡市民一丸で“再訪を呼びかける”態勢構築
➡メインYEAR向けた気運醸成

·2024度に市民プロジェクトで制作する常総水害のメモリ
アルウェブサイトを2024年度に公開したい。
（市民プロジェクトで推進←行政支援をお願いたい）

・そのサイトは、水害被災時状況の記録はもちろんである
が、それが力点になるというより、復興期に全国から集
まっていただいたボランティアへの、市民の感謝（エピ
ソード）を集めたものにしたい。

・サイトの名称は「常総水害メモリアル館」ではなく、
『常総水害ボランティア顕彰館』と名付けたい。

水害10年祈念プロジェクトキャンペーンの基点
となるコミュニケーションサイト



『常総水害ボランティア顕彰館』
全国の被災地には災害メモリアル館（ハード
施設）が各所存在するが、復興期のボランテ
ィアへの感謝をテーマとしてそれを館名とし
て掲げた施設は皆無。

・交流人口（再）拡大へのインフラ
・キャンぺーン情報の発信



·この「ボランティアへの感謝」という市
民の共通感覚は、ある意味、常総市民が
被災という負の経験のなかから“図らずも
獲得した” 「未来への財産」です。

「ボランティアへの感謝」で市民をまと
め上げ、反転攻勢観光キャンペーンの“心
根のコンセプト”に。



·今年度はそのウェブサイト構築のためネッ
トワークづくりとして市民各層の企画協力者
を求めた（2023年度のチャレンジ）。



Web上『常総水害ボランティア顕彰館』構築の
ための第一回企画検討会（9/30）

Web上『常総水害ボランティア顕彰館』構築のため、よ

り広い市民層の参加を促し、また、同サイトの機能やコン
テンツの方向性を検討するため、参加者を募集し、検討
会を実施した。



結果的に８名の参加者を集め、被災時の地区対応
やサイトの内容等について討議を行い構築案の原
型を練るための貴重な意見得ることができた。

当日は、会が映像記録している被災者証言インタ
ビュー集（映像作品）の試写会も併せて行い、映像
登場証言者の方々も来訪いただくことができた。



Web上『常総水害ボランティア顕彰館』構築
のための第二回企画検討会（12/4）

第二回検討会は第一回を上回る10名の参加者を集め、さ
らに討議を深めることができた。
（地元防災士会の方ＮＰＯ法人代表等）

当日は会議に併せて、防災食の作成・試食会も行い、討
議終了後、参加者は防災食を食べながら楽しい雑談に
花を咲かせた。



市民プロジェクトとしての動きを確立するた
めの留意点などについても討議された。

地元防災士会の方 復興支援にあたった
NPOの代表

非常対応と復旧対応
に活躍した関東鉄道
の鉄道マン被災当時の区長

女性議員

現在の区の防
災担当者

サイトの、持つべき機能：
・市民からのボランティアへの感謝メッセージ・エピソード
・ボランティア来訪いただいた方からのメッセージ・エピソード
・水害被災からの防災的教訓（これはダメ！等）
・地域の防災への取組
・水害証言映像集
・水害痕跡MAP
・災害概要



Web上『常総水害ボランティア顕彰館』構築のため
の第三回企画検討会（2/上旬開催予定）

市民挙げての観光キャンペーンを展開すべ
く行政協働提案中



·そして今日18日には、横浜で開催される
内閣府「ぼうさいこくたい」に、全国から
参加してくる400団体の一つとして参加。



·我々の市民伝承活動の紹介と、当時ボランテ
ィアに来訪された方々への感謝を伝えつつ、
下記を訴える。

「復興なった常総市への、今度は‘光’を見に
来る再来訪をお願いしたいと思います。」



８年前に常総市に復興ボランティアに来て
いただいた方、
我々の活動にご関心のある方、
御連絡をお待ち申し上げております。

代表：染谷みどり
0uh2k6537852v2b@ezweb.ne.jp
090-1836-9444



最後までお聞きいただき
ありがとうございました ♪
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